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ユーカリの病害に関する二・三の研究

I 緒言

寺下降喜代(1)

r~石井省二(~)

ユ戸カリの導入に関するjμ店内研究がテ{マとしてJ宋 i) 上げられて以来，筆者らはfrjj~干 ~'~ií門の1冴究をtJl

当してきたみユーカリのような新しい外来制積に対L ては病虫力に関してもさらに長期の研究が2:.改で

あろうが，と，)あえずj位玉川サ 1 カ Ó[':の問に行った「各種ユーカリの士f文民目、陀立枯病問vこ対ずる憾病tド1・J]，

'(E. globulus の種子の発~::1:に及ぼすセレサン・ウスプノL ンの影詳J]. uセレサン・ウスプルンによる E.

globulu5 の地中関取引立11'îfi7j防除問主主(および木前蜘こ必要な予備実験)dl について~}'fTする

なお，これらの研究を行うにあたり，終始懇切な御指71}.と御瀬隆とをいただいた保護部長今関ブ;也按官，

同樹病科長永二汗行夫按下l'，貴重な実験材料を多数御忠与下さったJlえ林部造林科長坂，11)券美技官，同安藤貴

技官，有益な文献の御Jよ〔与等研究送行上多くの使'I'î:を与えられた外国樹積導入委員会の治氏.':'_対し~の

機会に)享く御礼111 し上げるコ

1 各種ユーカリの土壌棲息性立枯病菌に対する，躍病性

ユーカリの立1古fr7jに関しては. A J:.H.l:ll , \31, 111 l:cn1,,). FIU:Zzr3). Bλf川'1'、 I~芦タ何v吐'1'.

f台l止?し，インドの TH.OU I':l2). あるいはニュージランドの SnDIO)lDR~i) などのiii林牛の大家も泊湿な Jí)合 p

税苗が立柑frijにかかることをみとめている わが国において今回の導入がはじまって以来日は浅いが，す

でに相当の立枯病の発生が報行され，筆者らも病害撚定，杭放地の調査等:こよってかなりの立枯病を見いだ

している υ したがって，実生で育Wîtる場合重要な病令官ど号えられるので導入をまl'肉された 14 種のユー

カリにつき . Cylindrocladillm scoρarium ， Fu5arillm sp. , Rhizoctonia solani の病以悦をしらべた~

れらの 3 菌はL 、ずれも士域中に棲息する点で共通しており，後の 2 菌は病原性，寄主範閥とも大きいこと

はよくう:11 られており. C. scoρarium もユーカリの HtWîfこ大討を与えると報;守されている

実験の材・料，方訣，結果等は次のようである、

1.材料

a. {jl，試樹種

EucalYJうtus citriodora, E. coccifera, E. coriaceae , E. gigantea , E. globulus , E. gunni , E. 

longifolia, E. obliqua, E. γegnα叫'5 ， E. γesi托ifeγα， E. γob叫sta， E. Sαüg抗α， E. teγeticoγnis ， E. 

viminalis の 14 種である二

b. 供試菌

Cylindrocladium scoJうarium

1954 年 6 月!'f[ 1児島県林業試験場の温室て‘立問病をおこした E. globullls から分離した系統である 3 な

お，本菌の同定経過に関しては後日別iこ報iEずる。

(1) (2) 保議部樹病科望号病研究室員
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Fusarium sp. (LK-18) 

1947年山形来最上郡及位十、j 釜;1;:1. 林業試験場1it~:lI分場の古川Hで立枯病をおこしたカラマツから分隊した

菌で，筆者ら研究室で保管している Fltsarilln1 中，カラマヲ， アカマツなどに対して比較(if~病原性が強

い系統である。

Rhizoctoniα solani (AM-1) 

1948{f-6 月:休業試l験場 (fl nu 造林ß11立'î 1:1 11において立j;lj病をおこしたアオモリトドマ γから分離した系

統で，筆者らの研究家の R. solalli 菌系rl". アカマツ，カラマツ，スギ，ヒノキなどに対して比較的病

)l;('j1 I'の強い系統であるコ

以以、上の 3 菌tは工Uし

)仰!ωM子 (R. sωolμrαzn悶ni は菌糸だけ)を 5印OcαC の蒸f溜3水にi浮、手r:;必!必6在Aさせ，供試 pot に流し込んだlニ

2. 方法

i直径 15cm. の3r~'tの pol を 30 分間1O~20 lb. の高圧て、蒸気殺菌後， 病原菌を流し込みれ 1 .i1!J/I，1

23~25"C の定温室 u:白 J込)に静i足したごこの期間で病原菌が充分繁嫡したものとし，供試種子を 1 鉢当

Table 1. Cylindroc!adiu伊丹 scoρarium ， Fusarium sp. 

(LK-18)t; よび Rhizoctonia sola叫i(AM-l)

の 14 種ユーカリに対する病原性

Pathogenicity of 3 damping.off causing 

fungi for 14 species of Eucalyptus 

|病原性
(Pathogen icity) 

樹 種 l一一一一 一
(Host species) !r OOA<-'n"'HM.. Fusaアium sp. R. solani 

!C. sco�ariurn '("LÍ(.::istJ
• '錢M:":�) 

E. citriodoγa + 什

E. coccifeγα + 什

E. coγiα'ceae + ++ 
E. giganteα + ++ 
E. globulus + + 什

E. gunni + 什

E. longifolia + ++ 
E. obliqua + ++ 
E. regnans ++ 
E. γesiηifeγa + 十+

E. robz陪tα + 朴

E. sa!igna + ++ 
E. teγeticoγn1S + 朴

E. viminalis + ++ 

注 H. .はなはだしい地中腐敗型立枯病を起し，発芽した種子

が皆無のもの

十.健全に発芽した種子もあるが，発芽以前に侵害されて，

種子に菌糸が務みついていたり，発芽しても倒伏した

り，病斑を形成したりすることが多かったもの

一一発芽率7および発芽後のl.i'Z育にkいて control とほとん

ど差のみとめられなかったもの

り 0.5g ずつ播種した。搭種後，同

定混室に引きつづき治置し. 1 週間後

ガラス室に移した J ガラス室に移して

後約 1 週間で発芽状況を調べたしての

間.ìJÏ!í'jj:7荏水を行った。実験期間は1954

年 10 月上旬~下旬で. control には

病原菌の代りに殺菌蒸溜水を流し込ん

だものを用いた、

3. 結果

供試樹種のほとんどが C. scoμriu作ん

R. solani に催病性であったが，

Fusarim河 sp. には位されないようで

あった また ， R. solani と C. scoρ 

arium で‘は前者の方が病院(性が強かっ

fこ。

その結果は Table 1 に示 F とおりi

である υ

4. 考察

筆者らのうち寺下31)はまえにわが国

に発生したユーカリのおもな病害につ

いて報告したが，立枯病が相当発生し，

Botrytis cinerea. C. scOjうarium，

Fusarium sp. , Pythium sp. などの

病原菌が関与していることが分ったc

ユ{カリの立枯病については外国L
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おいてもしばしば報告されているところであり，ユーカリの重要哨筈の・つであると考えられる t 本実験

はj妾種によって擢病性をたしかめ， さらにf:M種と病原菌との関係，病h;(惜の強引等を知るのを 11 i'内として

行った U

その結果，供試菌中 R. solani が最も病!引~I:が強く供試金樹種に激しい発芳不良を起さしめた。筆者ら

の知るかぎりでは本留によるユーカリの立枯病はあまり報告されておらず， 1954 ij三 6 月川1:111がみとめて

L 、るにすぎない(同氏より寺ドあての私信による).，

しかし，本菌のユ{カリに対ーする病原料はしばしば被害の綴f当される Cylindrocladium， Fusariun1. な

どよりはるカ泊に強いニとは疑いもないところで，地中で腐取させ，発芽することさえ不能にするがゆえに

かえって病原菌としての検出がなされないのではないだろうかりユ{カりの発立キhこは本11当必霊IJ カ ιあるよ

うであるから，本菌による被告も種子の不良と誤認されることもあるかも知れないいずれにしても，木菌.

は多犯問で分布も広いから，わが国のユーカリにとって最も注意すべき病原菌の一つであろう R. solani 

ほど強くはないが， C. scoρarlUm も供試制種(13 種)すべてに病原性を示したら JAUClI15) は本国が

E. globulz爪 E. rostrata , E. viminalis , E. 問sinifera， E. cinerea ， 等の立枯，紫1合あるいは校枯をお

こすことを報告し， わが国においてもすでに 1953 ， 1954 の阿年， 鹿児め県， あるいは宮崎県において

E. globulus , E. gigantea , E. robusta 等ì::'発生し，相当な.tßi干与を与えている。 Am:.UD人 2) は本菌がプラ

ジルにおいてユーカリ子苗の重要な病原菌であるといっているが，わが国においても場所，あるいは時矧

によっては同橡なことカ\、えるであろう

Fusarium sp. (LK-18) を接種した場合， E. g!obulus を除いては病原性を示さな泊、った Fusarium

l丙菌の病原性は士主震が治混な場合よりも中松度の混度の方が強いといわれているが，本実験は土fiil~漣皮の

比絞的高い条{!!二で行ったから Fusarium sp. にとっては不適-当な142庇て、あったといえようわさらに供試菌

ばマツ，カラマ?などに対しては病原性は強いが， ユーカリについてはマツ，カラマツと同一例できない

のはもちろんである。また，実験矧!mも短く地中腐敗型立枯病について考察したものにすぎない したが

って，土ff~WJ ， 気象的条{午の相泣μ よって病fl;l'!;tをあらわす可能性も強く，また他の種，あるいは系統の

Fusariz仰が病原性を示す可能性も充分考えられる。 FHEZzr3) は F. orthoceras が Eucalyptus spp. お

よびマツの幼苗に立枯病をおこし十11当な被;琴を与えることを報官し，伊藤11) ， ) 11畑(寺ドあて私信)らも

立枯病をおこした E. globulus にある種の Fusarium をみとめている さらに木鼠菌が，発丸A後の首腐

型，倒伏羽，根l関到などの立ì1i病をおこすか否かも実験しなければならない J したがって，本実験の結果か

らユーカりが Fusariu111 にはh之されないとはいえないのはもちろんのことである

IK E. globulus の種子の発芽に及ぼすセレサンおよびウスプ)(...ンの影響

本実験は後述する E. globulus の立枯病防除の予備実験であるが，セレサンあるし、はウスプノL ンが E.

globulω に与える薬害の干12度， あるいは種子消毒の最適濃度などを知るのを日的として行った。 実験方

法，結果等は次のようである

1.方法

種々の濃度あるし、は浸漬時間で処理した E.globulus の種子を，漉紙をしき殺菌蒸溜水で湿度を与えた

Petri 皿中で発芽させ， 8 日間の発芽率，根の長さ等を潰u定した 1 濃度区には Petri 血 5 を用い各皿に

は 20 粒ずつスれ 2 回の実験結果を平均した 温度は 25'C で行った」普通林木種子は発芽試験の締切期
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日が 14 円以上であるが，本側留はきわめて発-tJ:がー早いので 813 の実験期目tJで最終の結果に大きな影詐を

与えぬものとみなした。

日.セレサンの場合

普通セレサンで、積子rr'j11主するには，日〔粉斉IJを少量種子にまぶ寸が，本実験の場合供試種子がきわめて少

量で、あったのでj広1:(増量したものを宅分種子にまぶす方法によって濃度j企合与えたっこれらの濃度はし

0 の 5 区であったが，増量!'íl]はセレサンの組成中の消石灰 79%，カオリン 10% を1/10, 1/50 , 1/100 , 

co口trol の O には増量斉1]だけをまぶした考慮し， Nj石氏とカオリンを 8 : 1 に混合したものをJIJ \，、た

この方法によれば，種子 100 粒に付若する粉量は 0.02-0.046g (81 (1I ìjjlj定平均〉で，供試種子 100 粒で

1 g TIi勺 400 粒と考えられたので，普足農作物jに使)/1 される場合の kg 当り 20.245g (10 I"[測定平均九

-4g と j七較すると各濃度区は次のような施)/J区分となる、

(普削J泌酬必
tにこ文J寸す』る Jヒギ/

(種子 1凶り)
険算付着量(濃度別)

20-90 g 80-184 1 

~~9 8~18.4 グ1/10 

0.4~ 1. 8 ij 1. 6~3. 7 1/50 

0.2~0.9 

。

0.8~1. 8 

。

1/100 

。

b. ウスプルンの;場合

普通農作物の種子をウスプノL ンで消毒する吻合 700~1000 f;"' にうすめるが没涜時間は「戸物によって相当

本実験では波度別を 1/100 ， 1/500, 1/1000 , 異なっており， 15~20 分から 6~12 時間]に及んでいる J

u演後l土殺菌蒸溜水でよくお[;，、供試した61時間の 3 区とし，1/5000 , 0 とし， 1~漬時H日別を 24 ， 12, 

control には殺菌蒸溜水に浸潰したものをfl)\' 、た、

実験結果2. 

その結*は Fig. 1 ， 2 および Table 2 に示すとおりであるが，薬剤lの影響は発芽率，発芽時期および浪

の発育などにあらわれるようであった

a. セレサンの;場合

しかし，種子 1kg当り 8~18.4g ，ィ.積子 1kg 当り 80~184g の波度では発芽率は 8%で著しく低L 、

USPUlWl 
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Fig. 1. E. globulus の根の発育に及ぼすセレサン・ウスプルンの影響

The influence of Ceresan and Uspulun on the root.development of E. globulus 

(in Petri dish, at 25ごC for 8 days) 
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8 日後〕
Root development of E. globulus , treated 
with Cer巴san and Uspulun (in Petri dish, 
at 25 C, for 8 days) 

極子 1kg あたり 8 ~18.4g では 4 日後に 63% 発

~r し， contro1 が 4 日後 69% 発芽するのと比較し
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Uspu1山1 ( 24 hr. soa 比ìng ) て澄はみとめられず，最大発芳三é_.j;\を示す時期も 1 円

おくれるに寸まなかったさ

マ
もD 

.根ì-.:.)(tする影ifliは 8 日後の最大1jミ長を比較し

て行ったが，種子 1 kg 当り 8 ~18.4g ないし 0.8

~1. 8g では大体同様の発育を示し， 30mm 前後で

。あった c 種子 1kg 当り 80~184g の施用量でも発

~二した種子については最大根長 16mm を示した

b. ウスァソレンの場合

イ. 24 時間浸漬した場合，発芽率は 1/100 の濃

度では 67% で control の 82% にくらべて相当な

と有意な

どの処理区も control にくらべて発芽

ffiがあったュしかし， 1/500 ， 1/1000, 1/5000 の濃度ではおのおの 78 ， 88.5 , 88% で control

差はみとめられなかった 12 時間あるし、は 6 時間浸漬した場合，
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ー与が fJ~ ドしているものはなく，むしろ 1/500 液に 6 時II :J. 1/1000 液に 12 時間あるし、は 6 r時間浸潰した

場合， control よりも有意な差をもって発芽ギが良くなっているのがみとめられたο

ロ.根の発育に対しては， ウスプルンは濃度の高L、場合はもちろん，低濃度の場合でも浸漬時間が長:す

れば相当影刊を及ぼすようである p 寸なわち， 24 時II i1 E主演した場合， 1/100 ， 1/500 の淡度では痕跡程度;こ

しか発促せず， 1/1000 液で 5 mm, 1/5000 液で llmm であった川浸泣時1111 6 時間の場合でも 1/1000

の濃度では最大隈長 13mm で control の 40mm にくらべて相当廷があった

C. 不発1F種子とそれらに付背していた微生.物

不発?fに終った種子には未発見=粒，しいななどもみとめられたが，菌矧，バクテリヤなどの付着してい

る種子も多かったi 薬剤処rm別による微生物付着種子とイすi}:.)J'種子との比を求めると Table 3 のよ J で

ある

薬剤lによる種子消毒の効果が付着微生物についてもみとめられるが， これらのうち Rhizo戸悶 sp. ，

Penicillium sp. バクテリヤの一種が比絞，'1句多く， その他菌糸だけみとめられ所属不明の菌類もみとめら

れた"これらの微生物が，内在していたものか，外;'\11から付背したものか，あるいは不発芽の原因となった

のか，不発見ユ種子に腐生したのかは特に実験はしなかった J しかし， 6~7 月のj 七i佼的温暖な時期に行った

実験の場合よりも， 1l~12 月の寒冷な時期の場合の方がj庶処nn区においても菌の付着が少なかったこと

から，二次的に付著したものが多いのではないかと思う また ， RhizoρUS sp. あるいはバクテリヤの一種

が，発芽途中の種子に付着し，以後それらの種子の発育をm書していたことをみとめているから，これら

の微!Iô物がある干lt度種子に害[乍IHを与えていたと考えられる J

Table 3. セレサン，ウスプノL ンkJlrrn と微坐型~J付費種子との関係
_' ,_ - -1之発症種子

I{atio of the seeds which were invaded by fungi to the disgerminated 

seeds, at various treatments with Ceresan and Uspulun. 

セレサン | ウスプルン
Ceresan lJspulun 

比率
ratio 度

cn
 

波
∞

I lJ.I~皮
Iconc. 

o 1/100 

1/10 I 0.15 1/500 

1/50 I 0.13 1/1000 

1/100 I 0.5 1/5000 

。 0.9 0 

比率
ratio 

24 hr 

0 

0.2 

0 

0.1 

0.6 

12 hr 

0 

0 

0 

0.1 

町

-
o
o
o
r
J
A

I
l

ハ
u
n
u

/
。

3. 考察

セレサン，ウスプノレンなどの有機水銀殺菌剤が使刑法によっては薬害をおこすのは「よく矢口られたこ主で

種子消毒の場合の二，三の例をとっても， GOUI>DlU)は 2% セレサンがトウモロコシ， マメなどに有害

なことを， DrCKY & ARK1i) は 1/300 の New improve'd ceresan が1O~15 分の浸漬によってトマト

の発芽を著しく害することを， S'l'ATEX却〕は New improved ceresan , あるし、は 2% セレサンがワタ

の発芸を減少し，特に前者が濃厚な場合発穿が著しくおくれることを， LEACHI，)は 0.2% のセレザン M

が Sugar beet の発芽率および発芽時期に多少悪影響を与えることを報告しているつ

木実験においても， セレサンの場合種子 1 kg 当り 80~184g (8.0~18.4%) の施用ではげしい発苧
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減少を示した しかし， 8 ~18.4g(0.8~1. 8%) では発芽率において1恐縮問区とほとんどだのないことが

わかった。さらにこの濃度では，根の成長および発:-~ニ時期において多少の影響を与えたが，実際上無視し

て差し交えのない程度と考えられる普通農作物をセレザンで消毒する場合，種子 1 kgに対して 2~5g が

1嘆准となっているから E. g!obulus もこの普通的な用法では薬害の危慎は全くないといってよかろう《

ウスプノレンの茶Jdlについては，伊藤および紺谷1:1)は 1/100 の濃度に加えたラ事実 hでアカマ γの発京が

著しく減少ずることを，中沢および加藤!';í) は 1/100 液の士壊および種球消毒によってショウガが激しい

薬得をうけることを報告している ο

木実験では 1/100 液で 24 時間浸漬した場合，相当な発芽減少がみられた。 しかし，他の処理区では

発芽率においては無処瑚区と有意な差はなかった J 薬害はむしろ根の成長にたいしてあらわれるようで，

1/1000 液で 6 時間浸潰した場合でも恨ののびは利回出く ， 1/5000 の濃度でも 24 時間出Eましたならば多

少の発育低ドがみとめられた

普ìlli ウスプルンを使って種子ýj'j:fljする場合， イネなとでは 6 ~12日寺間の浸演が行われることもあるが，

E. globu!us ではこのような長時間の処却は危険でマメ煩，琉菜類の場合と同様，短時間の処理が飢慌で

あろうっ

しかし，後述するように，筆者らは悶場試験に布いてウスプルンの 1/1000 液で 6 時間i没潰した E. 

globulus がセレサンで消悲した種子，あるいは無処理の種子よりも発一月ーが早かったことをみとめた これ

は本側種の種子が，ウスプルンによる障害よりも， ì浸演による水分l吸収の好影響の方が大きくあらわれた

ものと考えられたが， 1/1000 液 6 時間の浸漬の根の発育に及ぼす影響もはなはだしく大きいわけでな

いから，乾燥した場合あるいは土壌中に病原菌の多い場合など，薬害よりも気象，土壌，病原菌などに対

する考慮がより必要な場合には，最大限 6 時間くらいの浸演でもよいのではないだろうか

BIU山l日4仏j\[旧旧【口口山l'到BI叫川GI

;行i守「しているが，本実験では Fig.2 iこ示すように，子誕の発育に対しては種子 1kg 当り 8~18.4g の

セレサンでもたいした影響を与えなカ、った むしろ，ウスプルンの 1/1000 液で 24 時間浸演した場合，

根カ:仲長していないのに子葉が展開しているのが注日された

伊藤および紺谷1G)はセレサンを 2~5% の訓で種子に塗沫あるいは寒天培地に混入してアカマツの

発足を調べた場合，いずれも無施用区よりも発冴=の良好なことをみとめたが，本実験においてもウスプノレ

ンの 1/1000 液で 12 時間 ， 1/500 液あるいは 1/1000 液で 6 時間反漬したものは，1!lli~J1Jnl区よりも発~~が

良好であった J 有機水銀剤が発:!Fあるいは成育上，束Ij戟的{乍mを及ぼ十とのべている報告もあるが，本実験

ドおいては前述したように，種子に付着した微生物に対ずる薬剤lの殺夜H'}j来もがlわっているようである J

W セレサンおよびウスプルンによる E. globulus の地中腐敗型立結病防除試験

( JI) にのベた実験によって多くのユ{カリが C. scoþ:Jrium , R. solani などの土壌健息性立枯病菌に

対して擢病性であることが分ったコ特に E. globulus は Fusarillm sp. (LK-18) にも侵されることが分

ったが，ヌド樹種は西日本で有望な樹種と考えられ，いままででも比較的多く植栽が試みられている c した

がって，筆者らは本樹種の立枯病防除の必要をみとめ，その第一段階として標題のような実験を行ったコ

1. 必要な予備実験

a. 供試種子の発芽性
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少量の爽来11物をふくみ 100 粒で 0.245g (10 回測定平均)の市販の種子を用い，穏紙をしいたシャー

レ内で発芽実験を行ったが， Table4 のとおりで，平均 77% の発5F~与を示した τ また，実験時期がだ、J6 カ月

後でも発芽率に著しい変化はみとめられなかった。一万， 4 月中旬ないし下旬，ガラス室内で pot 中の殺菌

土壌を用いて行った発芥実験では 2 1'1J平均 52% であったυ なお， pot 試験中の屋外の最高気温の平均は

18.90C，最低気温の平均は 9.6'C であった。

Tabl己 4. 供試 E. globulus の Petri .llll中における発芽ネ

(25 D C , 8 日|日D

Percent germination of E. globulus in Petri dish 

at 250C for 8 days. (untreated) 

実験期間 1 供試種子量 ! 
Exp. periocl i Nu山ぉ of 悶dl

発芽率
Percent 

germination 

¥1.. 18~YI.26' 54 10C 2

8

2

4

9

 

7

4

6

8

8

7

 

\\(.14~ \1[ .22' グ 100 

XI.16~XI.24 " 100 

¥1 . 25~XII. 2 " 100 

XIl. 1~苅. 8 100 

平 均 100 
F日巴T.

77 

Table 5 殺菌土壕rl-lにおける E. globu!us の発芽率

(pot 使用，ガラス室内)

Percent germination of E. globulus in sterilizecl 

soil. (pot-巴xami口 ation ， in greenhouse) 

実験期間
periocl 

A 

germination (%) 

B average 

56 52 
JY-13 '54 

'18 

b. 供試薬剤の供試菌に対する殺菌力

オ正実験の一部は伊藤および紺谷13) の研究と

ill:複するところであるが， 3 供試菌に対するセ

レサン，ウスプルンの効果を室内実験的に ij日\':l'f

し，種子消訪.あるいは土壌消毒の参考とした

ィ 7 セレサンの供試菌々糸の発育に及ぼす影

手 il 

2 % p，，'H糖加胤馬鈴薯寒天培養基をシヤ{レ

中に分/1:し，その中央部に inoculum を楠え f;j

け， 25'C で培養し，菌叢の直径が約30mm ，こ

J工したころ Hmmy & W.\GSEH. ll) のブ1法を市

川し，シヤ{レの半面に各種濃度に調製した薬

剤lを放粉した。セレサンの濃度別は 1 ， 1/50, 

1/100, 1/500, 1/1000, 1/5000 とし， 稀釈法

は 111 の実験による方法を月]し、たっ 1 シヤ{レに

刈しては，おのおの 0.5g ずつを故粉し (HEXHY

& WMmEl:，ll) は原粉末を 1 シヤ{レあたり

20mg を JIJ 1.、た)， control は増長斉Ijだけを IIJい

たなお，各区は 3 シャーレずっとした散粉

後ふたたび 25"C に 2 日 ncilJ::'?主主した J

本実験の調査にあたっては，まず菜剤散粉前菌叢の半径を，また， i決粉 2 日後にふたたび散粉されなかっ

た部分の菌叢の半径を，それぞれ測定して菌糸の発育を比較した y 一方，米散粉部の菌叢ヵ、ら新しく散粉

-;~í~へ菌糸が進入しているか否かを確かめた。その結果は 1、able6 および Fig.3 に示したとおりである L

以上の結果から明ら泊、なように， 薬剤未散粉部から放~~Y~1日へ間糸の進入することを全く司:さない波皮

11 , C. sco戸arium に対しては 1/500， Fusarium sp. に文すしては 1/100， R. solani に文すしては 1/1000

であったごこのように，セレサンに対する供試医!の紙抗力は相異なり ， Fusarium sp. が最も強く R.

solani が最も !J5J~ 、ことは，後述するウスプルンのj場合と全く同様であったη また， C. scoparil開および

FusariuJn sp. はJ51末散粉区において，他の区に比して菌叢のfけ1展が著しく{成少していたっただし R. 

sola仰にはこのような現象はみられなかったυ このことは LEI1}IANl!))および石崎・石岡12) などの述べ

ているように，セレサンの発する7K室長ガスの燃蒸(1句な殺菌作用により，菌糸の発育が阻害されたためでは

なかっうか てして既末J;1，、外の区におし、て，この抑制がはっきりみられないのは，セレサンの量が少ない

ことに出来するのではなかろうかっ一方 R. solani にこの発育阻害を認めれjなかったのは， その菌糸
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Table 6. セレサンの供試菌菌糸の発育に及ぼす影詐( 2 凹実!致結月~_)ド10J)

Influence of Ceresan to the mycelial growth of the caus旦1 fungi. 

(Average result of 2 repeated expεriments) 

区分
菌 P: Plot , セレサンの濃度 Concentration of Ceresaロ

菌謎のや [1展
Fungus Mycelial 

1/10 1/50 1/100 1/500 1/1000 1/5000 。

growth 

米政問{散粉川
tothenon.lbefore..dus~ing 15.5 , 15.1 , 15.1 1 14.7 15.0 15.0 14.3 17.5 

clusted J iø:粉後C. sco争1γ[11m
side (mm) l after dusting 21.1 31.7 36.1 30.7 3 し o 31 . 7 31 . 5 38. 7 

古文 不足 jf[lJ ド * 手オ 水 * *討ド **斗 ユドド*

to the dusted side 士 + + 

制洲~. {散粉 11可
to the non. I befor己 dusting 17.7 17.7 17.7 17.7 17.5 19.3 18.7 19.0 

Fusarill削 sp. dusted l 散粉後
sicl (111m) 1 after clusting 32.5 3ヲ .3 41.1: 41.3 41.8 4¥.2 4¥.7 41.0 

散 粉 {日1] * * キ ネ ** *** *** **ネ

to the dusted side 土 + + + 

禾ot散hほ布n14ml{放粉 j引1
tothe non-lbefore dusting 19.4 21.5 17.7 , 19.7 15.9 19.'1 19.5 19.3 

dusted J ii!l:粉後 | R. solmzi 
side (mm) laftere dusting 44.6 44.5 44.5 44.5 44.6 44.5 44.3 44.5 

i次 わJ jl!l] 
* * 場 * 

ヲ区

to the dusted side 

1�' *目.. .菌糸の [11入が認められない
The mycelial growing to the dusted side was not recognized. 

同 菌糸の進入がはっきり 1法められない
The 111ycelial growing to the dusted side was not clearly recognized. 

料*菌糸の進入がはっきり l認められる
The mycelial growing to the dusted side was clearly recognized. 

Note: F.... F'usariurJl sp. C. ' . . C. sco戸。打lt/河 iミ... .R. so!ani 

Difference of experimental periods made appearance of myc巴lial mats 

dissimilar (1-1/100... .June 1954, 1/500 • 0.. ..F巴b_ 1955) 

Fig.3 セレサン散粉後の供試菌の状態

Myceli旦1 growth of the causal fungi after dusting with Ceresan. 

十*

士

の発育が非常hこ急速なため，ノk摂-}/スの燦蒸的膨評をあまり多く乏けーなかったためではなし、かと思う

*** + 

セレサンの供試菌菌糸に対する阻止効呆をいかにして評価するかについては，種々異論のあるところで

あるが，本実験t二おいては， l~正壌菌糸の発育を阻止するか否かをもって，その効果を云々する方が適当で

あると思われる

セレザンの散布量を反当 3kg と考えたならば，シヤ{レの面積に対してがJ 20mg となり，本実験に
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ロ)ウスプノL ンの供試菌菌糸の発育に及ぼす影響

ウスプノL ンの最終自主度がそれぞれ， 200万分の 1 ， 100 

万分の1， 20 7i分の1， 10 万分の 1 ， 275分の 1.

1 }jうJ のしおよび 2000 分の 1 になるように 2% l1!! 

糖加Hl馬鈴薯寒天JH貨基中に混ぜ，各区とも 3 箇ずつの
.ーーーー『ー-'--

:1一言|ー吋・乙| けー邑ト ~I~ シヤ{レに分ìì:し， inoclllllm を1'1 1'(えつけた」 これを
01 "'1 61 叶(3 1 ~.I 己 l

一一 Conc疋ntration 01 Uspulu!l 25つ C で 3 日!日j爪ー養した後，問委の直径'â:~j促して， ウ

Fig. 4 供試菌菌糸の発育に及ぼすウスプノレン スプルンをまったく含まない j台益法上のそれと比較し
の影響 ( 31i fl実験結果平均)

(mm) 

100 

, 
・- '"・.司・.

対
E

日

一
百
一uu
h
E』
口
L
U
H
U
E吋
一
〔
『

ム『ナ

C.scop丑 num

The inflllence of Uspllllln to the 

mycelial growth of the callsal fllngi. 

(Average reslllt of 3 repeated experiments) 

おいては 1/10 と 1/50 とのI1Ijの濃度に相当する。室内

における実験結果をそのまま野外における応用にむすび

つけることは危険ではあるが， 3 供試菌に共通した菌糸

発育阻止の最限濃度は 1/100 であった虫、ら，筆者らは反

当 3 kg なら悶場tこ T刊、ても充分効果が期待できると考

えた勺

た J その結果は Fig. 4 のとおりて、あるつ

以上の結果力、ら明らかなように， C. sco戸arlUm およ

び R. solani では 2 Fj分の 1 の濃度のウスプルハ/こよ

り完全に菌糸発育が阻止され，かっ， inoclllllm は死滅したが ， Fusariz仰 sp. はその濃度ではなお発育

を続け 1 万分の l においてはじめて阻止され，ヵ、っ inoclllllm も死滅した，すなわち ， Fusarﾎum sp. 

は他の 2 菌にくらべてウスプルンに対しでも強い抵抗力をもっているようである仁一方，control にくらべ

て明らかに発育阻害の現われたウスブ.ルンの濃度はし、ずれも 20 万分の 1 付近て司あったc 国場において散

布されたウスプルンは 3 菌共通の阻止四濃度である 1 万分の 1 よりも相当大でなければならないr したがっ

て，筆者らはこの結果および Cllr) でのべた実験の結果を考慮して因坊試験の際の使用濃度を 1000 分の

l と定めた。

2. 場所

林業試験場~1'IU)~ の Jよさ 6x8m の平地で東側 5m をへだてて高さ 3m の木造建築， 南側 2m を

へだてて高さ 1m の産があった しかし，いずれも日射， I降雨などに才入、て舎や校区域に影響ーを及ぼすは

どのものではないようて、あった

3. 実験期間

X.1'54~X .23'54 

4. 実験方法

巾 20cm の 5 分板で 50x50cm の枠を用意し，各梓の壁面を半分ほど埋め， Fig.5 のように配置したっ

枠の外側を充分ふみかため枠内に C. sco戸arium， FusarÎw河 sp. (LK-18) , R. solani を接種したコ接

種には試験管で約 2 週間培養した potato'sllcrose agar J-.の菌叢を 1 枠当り 2 本ずつ 100cc の殺菌蒸溜

水に sllspension しで流し込んだコ菌の接種後 1週間で、供試種子を播種した。各枠に対する播種量は 500

粒で，薬剤処理は矯穫の直前に完了した。播種後地下 50cm よりとった土を 50 メヅシユにふるい分

け，がJ 0.5cm の厚さに覆土したコ菌の接種中および播種後 1 週間は枠をナシ地ピエールで覆い，晴天の



ユ{カリの病告に関する二一，三の研究 (寺ド・高井〕

日

11 ー

ー一一一---+-

「一I � 
L0.J LOJ じ」

日目白日回目
r--~ The plot where R. solani had been 
~__1 .... inoculated. 
r-, The plot wher巴 C. scopa円urn had be巴n
L.J ・田・・ inoc111ated.

口 The plot where Fusa…sp. had been 
九ー・ inoc111ated.

The point wher巴 Max.-Min. temperature 
was measl1red. 
The point where soil temperature was 

% ・ー・・ measur巴d.

r-- ・一、 r-- ー、

: U2: :G2 : 
"-司ー J L ・ー・ J

r' 寸 r' 寸
-η2 ・ Cつ
L.~_j L::J 

r: 寸 r' 寸
U3 : : c3 ・

し.-_j L.:J 

、••• 
J
 

-
3

・

-
m
u
-

r
-
a
a
L
 

司-
a

・
・

J

R

守
ノ
一

一
U

一

戸
白1
・
・
・

L

「ーーー・2

: 0 ~ 
L.__.; 

「ー寸 r' 寸
り1 : ; Cl ・
t::_j L~~ O. . . . Untreated U.... Uspulun C.. 目 Ceresan

r-- 号、 「ーー

: Ul : :Cl : 
L_・_ ~ I.. v ーー J

「日
し J

回目

日目

白

日目

日目白日回目

日 (125i] 日臼巴ム

1. Double treatment of seed and soil 

2. Seed treatment only 
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Fig. 5 実験梓の配置および薬剤処理区分
Disposition of experimental field plot and classificatio口 of treatment with fungicide. 

Table 7. 実験期間の気象条件
Climate condition during the experiment period. 

日 付 枠内地上 4cm の気温 天 候|地中温度 (.(深O. さ 0.5~1.0cm)
date temperature4cm above tile r ate|il te51  0cm depth) 80illevel cnmare '8011 remp.~u.o~j. 

max. ("C) min. (OC) i A.M.9 (~C) P.M.3 CC) 

)(-2 '54 I 50 く 22 曇 cloudy 22 30 

)(-3 32 18 ク 23 こ4

X一一 4 グ ~ 9 ij n 2 

x-5υ50く 12 情 fine 17 35 

x-6 ij 33 14 曇 cloudy

x-7 ij 38 11 雨 rainy

x-8 18 12 曇 cloudy 1 ヲ 2再

)(-9 グ 31 12 ググ

Xーー10 ゲ 27 12 

Xー II グ 14 10 問 ramy

X-12 グ 18 3 ソグ 1 ~3 11 

)(-13 グ 29 6 I 11',')' fine 

)(-14 か 37 6 

)(-15 ゲ 32 11 I 1:1';: cloudy 11 17 

)(-16 グ 34 9', ij グ

)( -1 7 '/ 36 13 I清 fine

xー!日グ| 27 11 雨出ny

)(-19 ij 17 13 ,),:' cloudy 15 li 

X-20 ij 32 ゲグ
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日にはさらにこの上Iこヨシスマを日U~った 1 橘種後 1 j1，'，j/i lll:J，f支はすべての十泣いをはずし，さらに 1 週間後発芽

与与を測定したけなお，薬剤lの施汀j区分は，

O. 目. .}!lli処m!区 Cl... .セレサンて、種子および土壌1ì'j 市 C2. . セレサンで種子だけ消毒

C3 セレサンで土jj~だけ ìì'í毒

U1 ウス 7'ルンで種子および十:fJ~消毒 U2.. ..ウスプルンで種子ーだけれ毒 U3.. ..ウス

プルンで士l!:íJiだけJ打者

とし， fr"i薬剤の施用法は，

[種子消:jTJ.. . .1/10にうすめたもの， 500 粒あたり 0.1~0.2g (kg 当り 8~1. 8g)
-]:レサン J

l土壌消毒 . .1/10 にうすめたもの，作当り 10g (坪当りがJ 3 匁〕

(種子百'jm... .1/1000 液で 6n 年/i U (ただし前日生IHQ!し，播種当日まで風乾〉
ウスプルン J

(士ÞJI~消毒 . .1/1000 液を作当り II (印当りがJ7 升〉

5. 実験期間の気象条件

特に限度および脱皮が E. globulus の発:tf ， 発育j';'jの繁月I'í活rrvJに大きな影仰を及ぼすものとみとめ，

枠内部の最高~最低気温，地中温および天候なとを記録したっそのおもなものは Table7 のとおりである

6. 実験結果

播種後 2 週間を従.ì0lした 10 月 23 日に発芽を調査したが，その結果は Fig. 6 に示ナょうである い

ずれの杵も首の商さ約 2cm，芸の L~i径 0.2mm内外に注し，本奨を聞く直前であったノ各fi-の発芽個体

を全数調子Eしたが Fig.6 では%をもって示した 凶 r[，の作に 1111んだ区は，その左右に対して有意なだ

<X2二 3.841) のあるものをあらわしている v ただし， IIJJ らカ Jこアリによる被害がみとめられた枠があっ

たので，それらは集計から除いた J また， ウスプルンで種子消毒した区はílR>vJ，JIH区，セレザンで虫色JW し た

区，あるいはウス 7・ルンで土壌がj脅した区よりも発芽が 3 日はど早かった 泣演による JK分:吸収が発芽に

好影抑を与えたものと考えられるが，最終の;![I1定結果にはなんら影?Jiはないようであった(

C. sco戸arilon を接種した区では， セレサン， ウスプルンによる土庁~y肖市だけの区がそれぞれ 24.5 ，

Plot where C. scoparium had been inoculat邑d.

Order ()f treatment 回← lU2 巴l_c_:j←回一 |o U31 

Percent germination 
ヲ斗 .0 与 3.8 39.6 35.4 33.ι 28. 与 26 , 0 

Plot where Fusarium sp. (LK-18) had been inoculated. 

Order ()f treatment 回←回← lU2 Ul|•@i 。 ~ 
Percent germination 53. 6 斗 5.8 39.5 38.2 28.6 28.1 2 与 .5

Plot wh巴re R. solani (AM-1) had been inoculated. 

Order of treatm巴nt 回一回←~ ヒ ヲ
』U

 
叶←回

Percent germination 
斗8.2 37.1 27.1 23.9 23 , 8 20.4 3.2 

Fig.6 薬剤処理別と E. globulus の発芽との関係(悶場における場合)

Effect of Ceresan and Uspulun upon the germi口旦tion of E. globulus in the field plot. 

(The mark shows classification of treatment with fungicide 旦s same as fig. 5; The plots 

which are f巴nced differ in germination rate significantly from right or left.) 
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28.6% で尿処rru区の 28.1% とは芝がみとめられなカ aった しカ‘し，セレサン， ウスプルンによる種子

山市， ーと1'I@'j市G1Jí:1fI区がそれぞれ 53.6 ， 38.29ん セレサン，ウスプルンによる種子;n~号区がそれぞれ

45.8 , 39.5% でL 、ずれも依史m:l1[区よりも以好であった。

Fusarium を按種した区ではウスプルシによる士壊jì'í1'げだけの区が 26.0% で無処rm区の 28.4% と去

のみとめられなかった他は，し、ずれも無処rnl区よりも良好であった。すなわち，セレサン，ウスプルンL

よる種了消毒，士竣消毒fJíニ}司区がそれぞれ 33.4 ， 54.0%，種子lì'j毒だけの区がそれぞれ 39.6 ， 43.8% , 

セレサンによる士汀@'jt1J区が 33.4% であった

R. solani を接種した医ではJWi処rm区の 3% にくらべて， すべての薬剤処斑区が良好な発1与弓ュを去し

たりセレサン・ウスプルンとも種 nì'l市， 十ー仔~ìl'í帯。i川区が最もよく， それぞれ 3釘7.1 ， 4必8.2% であつ

た」υ J;ゾ

る種子消萄毒.口区Eの 2お3.8?，b ， 七レ IJ-ンによる土庁@'j存区の 20.4% の}lR'iであった

7. 者察

本実般は土成回日、性立1作中J菌が繁刈l している条1'1二のもとでは， 薬剤~JlJqlによって E. globulus の地中

開放I[:!1立枯病をド:)j ぐことができるかL 、なかをう、11 る円i'I':Jで行った}したがって，播種 lííT菌を接種したが lf手

当り試検管 2 本のffis主主菌糸浮遊液を流入寸ることは閣の密度がjJd剰jではないiJ，ということを第一に考祭す

る必要があるJ 後述のように ， R.solani を接種した区では種子rl'í毒あるいは土壌消毒した区でさえも発万二

ネが 25% 内外であったのは，商のほ息密度が大きく関係しているのかもしれない L かし，菌の接種IlÎj特

に土壌川市を行ったわけでなしまた，試i験中他の菌の混入することも考えられたので，イrJ~試菌を充分繁M

させ，仙の閣の影科を打ち ìì'jそうと考えたわけである。な才"使IIJ場所は以前なんら立枯病の被害を受け/旨

かったところである 気象条件下1-1，作をビニーノレで泊っていた間， l1i~'天の日には内郊の気温が 50 C C 以上

に上ったこともある ü I 虫、し，その時における地中 0.5~1. 0cm の?見度は 350 C 以ドで， ピニ-)!.-を仰

せることによって菌あるいは種子が死減したと考えなくてもよいて‘あろう

播種後の 2 :ilM聞は天候不良の日が多く岳の日が 5 日，雨の日が 6 日で，地rl-l温度の最高が 30"C を越え

た日は 1 日， 26'C を控えた日も 1 日，他はすべて 22勺C 以 I、・であった J さらに林業試験場内の気象i創刊

結果によっても， 10 月 6 日以降 23 円まで最高気温が 22ハC を越えた日はなく， 20c C を越えた日は 5

日て、あるのしたがって， 温度については E. globulω にとってはむしろ最適条件よりも相当低めであっ

たといえよう。菌についても同様にその活動力が鈍っていたことも考えられるが，椛種目前の観察におい

て ， R. solani を接種した区ではその特徴的な菌糸が地上を仲良しているのをみとめる 4 とができたへ

VλRi\IA:l:l)によれば ， Fωariz仰を十万Eに接種してトマトの L 、ちょう病を観察した場合， 閣と種子とを

同時に加えたならば， はげし L 火、ちょう病をおこしたが， 播種を菌の接種後 21~28 日後にするといち

ょう病の発生が少なかったとし、うっ本実験では菌の接種後 1 週間で播種したが，種子に対する菌の病原性

が著しく弱まっていたとは考えなくてもよいと思う 供試殺菌剤の種子あるいは土壌消毒に用いる薬量(土

普通農作物の立枯病予防に用いられる濃度あるいは浸漬時聞を準用したが，種子消毒の場合両薬剤ともや

やj@量であったっしたがって，一応実験結果に影響したものと考えなければならなし、つなお，薬剤の施用は

播種直前の 1 凹にすぎず，調査も播種 2 週間後に 1 回行ったにすぎな\""したがって，本実験の結果も播種

前後にあらわれる pre-emergence dョmping-off に関していえるだけで LEACI-I & S:\IT'J'Bli) , Wn.仰が 1)

らも pre-emergence damping-off を防除できた処理そのままでは post-emergence damping-off を防
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げない旨をのべているい以上のように実験の方法，経j品等に種々論議すべき点があるが，薬剤の効果に関

し，

c. scoparium の場合，両薬剤による，種子， 土壌jì'j毒併用区および種子消毒だけの区はし、ずれも無失11，

m区よりも良かった 最も良かったのはセレサンによる種子，土焼'Iì'j議併用区の 53.6% で，ついでセレサ

ンによる種子消毒区の 45.6% であった。 250 C の定温出r[:，の発*率の 77%，あるいは 4 月のガラス室内

の殺菌土察中における発芽率の 52% を基礎とし，実験当時の気象条件を考慮にいれたならば， 50% 以

上の発芽率は大体満足すーベき結果で、あろう υ しかし，土壌'Iì'jrlj;だけの区では両薬剤の場合とも無処別区と

の聞に発芽率の差はなかった( 菌糸に対する発育阻止量は施JH量よりもはるかに少ないが， 土壌中では

閣に対して薬剤が室内実験のように作用しないことも容易に想像され， COX5) によれば c. SCo仰向仰は

white pine, Douglas fir などにはげしい立枯病をおこすが，防|徐はホルマリン，クロ{ルヒ・タリンなど

によるくんじようのほかはあまり効果がないとし、うのしたがって，木実験の場合も土壌消毒の効果が疑わ

れる c しかし p一方 MA呂田By22) は c. SCo戸arium の病原的研究を行い，病原性は弱L、が混皮が高い;場合に

かぎり大きな害を与えると述べ， M上:H'l可A & BOSE2'l) もこの閣の病原性はあまり強くないといっている

から，防除法はもちろん病版性についても，なお研究の余地が多い。

有機水銀剤による種子消毒あるいは種、球消毒が ， Fusarium による立枯病ゐるいは腐敗病などに有効な

ことは FORS13EHG & B丁目KLEyí) ， MACHACEK & GHEλXEy21) ， AT,LISOX & TORRIEì), MCCLELJu¥X 

& S'fUAn.T23) , YODEU35) 流元剖)その他多くの研究者が報告している J 本実験においてはウスプノL ンに

よる土壌消毒区以外はすべて無処理区よりも良好な発芽率であった。セレサンによる土壊消毒区が無処理

医よりも良く，ウスプルンによるそれと異なるのは疑問の筏るところであるが，セレサンの場合もその差

は僅少なようで. c. SCOρari開1 の場合同様，土i支消毒だけでは効果:があまりないといってよいのではな

L 、だろうか、

R. solani の場合は薬剤lの効果はかなり明瞭であったけ すなわち，無処理区の発=9::率僅か 3.2~告に対

し，すべての処迎区が発芽率 20% 以上で大きな差があった。そして，丙薬剤とも処理の丁寧な種子，土

成消毒併用区が最もよかった R. sola仰が Fusarium， Pythium 等にくらべてセレサン・ウスプルンな

どの有機水銀剤にきわめて敏感で，低濃度て、致死することは伊藤および紺谷13) が前に報告し，筆者らも予

備実験て、のべたが Lm-D[AN13) ， RAy26) , SINGH & PAHA J:τA活)，松浦，高橋および大崎紛らも有機水銀剤

が R. solani による立枯病に有効なことを報告している。

なお， 本実験中 c. scoρarium 接種区の U2， Fusarium sp. を接種区の U1 ， C1 , C2 の各 11手にア

リの食害がみられたが，これらの枠にはいずれもいわゆる「アリの穴」が認められ，かっその入口周辺に

供試種子の外皮が多数みとめられた。このような観察から食害を受けーたものと判断したが，それら以外で

はまったくアリの穴はみとめられず，また充分lír平i隊されていたから，アリの害は全く偶然的なものであっ

たと考えているJ

V 摘要

1. 筆者らは各種ユ{カリの士改組忠性主主主ー立枯荊病原菌に対する隈病性 ， Eucalypt悶 globulus 種子

の発芽に及ぼす七レサンあるいはウスプルンの影響，およびセレサンあるいはウスプノL による E. globul協

の地中腐敗型立枯病防除などの実験を行ったリ
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2. Cylindrocladium scoþarium, FlIsarium sp. (LK-18) および Rhizoctonia solani を接種した土

壌に 14 種のユ{カリ (C. scoμ打llm 接種区のみ 13 種ユーカリ〉を播種したが C. scoþarium , R. 

so!ani の両国は供試全l1tj種に地中関敗事!立j'i5:I{ijをおこしたが ， Fusarium sp. (LK-18) はE. globlllus 

を除いて病原性を示さなかった。 R. solani の病原性は最も強く供試樹種全部に似端な発芽隠害を5Lせし

めた Fusarium sp. (LK-18i の病原性については，なお，検討の余地が多い3

3. Petri 皿上で行った薬剤l処IQl後の E. globulus の発丸三実験ではセレサン， ウスプルンとも用量によ

っては発芽半減少，発芽遅延，根の発育障警などをおこした しかし，種子 1 kg 当り 8~18 .4g のセレ

サン，あるいは 1/100 ， 6 時間j浸j立のウスプノL ンでも発芽半においては無処理区と設がなかったりむしろ

低濃度の場合発芽率が無処理区よりも良好な場合があった しかし，根の発育に対しては種子 1 kg 当り

8 ~18.4g のセレサン ， 1/1000 , 6 r時間辺:演のウスプルンでもかなりの障害を与えた。

4. 上記 3 芭を接種した土壌中で播種後約 2 週間後の E. globullls の発w率とセレサン，ウスプルン

処沼!との関係をしらべたが， Fig_ 6 に示すような結果で， C. sco戸arium 接種区 ， Fz招 arium sp. 接種区

とも土壌f!l青だけでは効果をみとめることができなかったが，種子ý(j毒区，あるいは種子消毒，土壊消毒

併川区では無処理区よりも発芽庁、良好て、あったη R. so!ani では無処理区がはなはだしい被害を受けたの

によすし，すべての処理区は薬剤lの効果をしめしたi しかし， ff可薬剤とも種子消毒あるいは土壌消毒挙用よ

りも，併用した方が防除効果;が大で大体満足すべき発芽率を示した
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ユ戸カリの病害に関する二，三の研究 (寺下・高引っ -17 ー

Takakiyo Tl';I:..ISll('l'.¥ and Syozo TXK.lr: Some Researches on the Diseases of 

Eucalyρtus in Japan 

R駸um� 

1. As the CaUSe8 of pre-emergence damping-off of Eucalyρtus， the pathoｭ

genicity of Cylindrocladium scoρarium (a strain isolated from seedling of 

Eucalyρtus globulus in June 1954) , Fusarium sp. (strain No. LK-18, isolated 

from larch, and seriously virulent to larch and pine) , and Rhizoctonia solani 

(strain No. AM--1 , isolated from Abies sp.) was studied , the method being as 

follows: 

The fungi were incubatecl in autoclaved pots at 25"C for a week , an.d then 

the seeds oﾎ 14 species of Eucalyρtus (E. citriodora , E. coccifera , E. coriaceae , 

E. gigantea , E. globulus , E. gunni E. longifolia , E. obliqua , E. regnans , E. 

resinifera , E. robusta , E. saligna , E. tereticornis, E. viminalis) were sown 

an.d the pots covered with be11-jars. 

One week after sowing, the pots were placed in a greenhouse. After another 

week, germination was measured. Results showed that R. solani was the most 

virul己nt ， and prevented a11 the test species from germinating. C. scoρartum was 

also virulent to a11 species, but Fusariul1z sp. was not except to E. globulus. 

Negative resL!lts of the Fusarium sp. may not b巴 conclusive ， becaus巴 the soil 

condition was so wet as to b~ unfavourable to the fusaria. 

2. Gennin~tion of E. globulus was measured after seed treatment with 

Ceresan. (roughly 80-180 g. , 8-18 g. , 1.6-3.7 g. , 0.8-1.8 g. and 0 per kg. of 

seed) anc1 Uspulun (1/100, 1/500, 1/1000 , 1/5000 and 0 , in concentration; 24 hr., 

12 hr., a口c1 6 hr., in soaking period) in the Petri c1ish, for 8 c1ays at 250C. (Table 

2). 

Doasage of Ceresan 80--180 g. or Uspulun 11100, -24 hr. c1ecreasec1 anc1 

c1elayed the germim;.tion, and both were very injurious to root c1evelopment. In 

some cases (Uspulun 1/1000 , -6hr. and -12 hr., 1/500, -6 h1'.) germination rate 

increased significantly. But the injurious action of the fungicic1es to the root 

c1evelopme目 was obs鑽vec1 even at the dosag指 of Ceresan 8-18 g. and Uspulun 

1/1000, -6 hr. 

3. In order to c1etermine the necessary dosages of these fungicides for 

contro11ing the ab:)Ve-mentioned three fungi , labJratory tests were carried out 

as fo11ows: 

For Ceresan, modified "HEXIぽ& WAG:\ERγ ， method was used , diluting the 

fungicide with a mixture of talc and kaolin (8 : 1) in the concentrations of 1, 

1/10, 1/50, 1/100, 1/500 , 1/1000, 1/5000, anc1 0, preparing for every c1ish at 0.5 g. 

These dosages represent 350, 35 , 7 , 3.5, 0.7 , 0.35, 0.07 kg. and nothin.g per acre 

respectively 
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The lowest concentrations to check the mycelial growth of the causal fungi 

were, 1/500, 1/100, and 1/1000 for C. scoρarium ， Fusarium sp. and R. solani 

respectively. 

For Uspulun the causal fungi were inoculated on potato叩lcrose agar, which 
had been mixed with Uspulun at the concentrations of 1/2x103 , 1/10¥ lj2x10 t , 

1/10''' 1/2 x 105, 1/10", 1/2 x 10';, and O. 
The lowest concentrations of Uspulun to ch巴ck the mycelial growth of the 

causal fungi were 1/2 x 101, 1/10¥ anc1 1/2 x 10l for C. scoρarium， Fusarium sp. 

anc1 R. solani respectively. 

4. In October, 1954, at Meguro , Tokyo , a study on the control of preｭ

emergence damping-off was carried out by treatment with Ceresan and Uspulun, 

making use of field plots which hac1 been inoculated with the above-mentioned 

three fungi. The kinds of treatment were: both seed anc1 soil; seec1 only; soil 

only; untreatec1. 

Dosa伊s of Ceresan anc1 Uspulun as seed treatment were 8-18 g. anc1 1/1000, 

-6 hr. respectively; as soil, roughly 14 kg. per acre , and 1/1000, -15 k1. per 

acre respectively. These treatments were perfonnecl iust befor the sowing. 

While the germination rate of the seed was 77% in the Petri clish for 8 clays 

at 25 C. (aver. of 10 times) and 52% in the autoclaved pot for 2 weeks in the 

greenhouse (aver. of 2 experiments) , the res111t of this experiment , at 2 weeks 

after sowing, showed the following germination rates : 

|、 I C. SCO戸αrium Fz山zrium sp. R. solani 
Fungicide Tr剖ment _. OO(9~c) c,.", êLKー18)(%) (AlVIー1)(%)

seed & soil 53.6 38.4 品7.1

Ceresan seed only 15.8 39.6 23.9 

soil only 24 , 5 33.1 20.4 

seed & soil 38 , 2 54.0 18.2 

Uspulun seed only 39 , 5 43.8 23.8 

soil only 28.6 26.0 27.1 

Untreated 28.1 28.4 3.2 

From these results the following conc1l1sions are clrawn: (a) Seecl treatment 

anc1 double treatment of seecl ancl soil by Ceresan or Uspulun are effective 

against all causal fungi; (b) Soil treatment by these fl1ngiciclεs is noそ particu

larly effective against C. scoρσrium anc1 Fusarium sp.; (c) Effectiveness of 

these fungicides against R. solani increases in response to aclditional treatment. 


